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■事 業 費

中勢バイパス全線（３３.８ｋｍ）暫定２車線で開通
交差点改良による渋滞緩和対策を実施

国道２３号中勢バイパス（鈴鹿・津工区）７工区開通

（平成３１年２月）

（うち、津市２０．６㎞）

※国土交通省の公表資料を基に作成

杜の街

●事業概要

凡 例

供用区間

H19.4 H24.2 H24.3 H26.3H18.5
H15.11

H6.10 H6.10H9.4 H12.10
H5.10

H17.12H27.2.8

１０－(１)－① 中勢バイパスの整備促進10.都市空間

【単位：億円】

津市河芸町三行～鈴鹿市御園町

令和５年１１月１９日 全線２車線
開通
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H31.2 R5.11

全体事業
費

年度

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

2,050億円 92.0 92.0 84.3 103.4 74.2 119.5 75.7 43.5 40.0 50.7 72.0 65.3 54.2 54.4 41.1 41.2 35.5 7.1 4.6 
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１０－(１)－②【市長コラム】進化する中勢バイパス

令和２年３月１日号 広報津より
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平成２７年から中勢バイパスの渋滞緩和に向けて、ソフト対策・ハード対策を実施
中■ソフト対策 ・道路状況ライブカメラの設置・交通渋滞の情報提供・信号サイクルの調整・交通管制エリアの拡大

■ハード対策 ・交差点改良（部分３車線化、部分４車線化）

伊勢自動車道
長岡宮ノ前

久居相川

南河路

野田東

久居IC 津IC

久居野村

大里窪田町出口

半田東

半田東～久居相川交差点付近の部分4車線化
延長L=1,440m 事業費4.6億円
平成29年3月から平成30年2月

改良前(半田東)

改良後

改良前(久居相川)

改良後

改良前

改良後

改良前

改良後

久居野村交差点付近の部分4車線化
延長L=1,050m 事業費2.5億円
平成29年10月から平成30年12月

市内部分４車線化改良済み（交通安全対策） ハード対策
改良期間 平成２８年度から平成３０年度
改良済延長 ３．１８㎞
改良済事業費 ８．２億円

南河路交差点付近の直線レーンの設置
延長L=690m 事業費1.1億円
平成28年9月から平成29年3月

１０－(２)－① 中勢バイパスの市内の渋滞対策①
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１０－(２)－② 中勢バイパスの市内の渋滞対策②

◼ 引き続き、事故対策として、長岡宮ノ前交差点の改良工事

（交差点容量の拡大）を実施 【令和２年度事業着手】

長岡宮ノ前交差点

至 鈴鹿

交
差
点
改
良
範
囲

【平面図】

A‘

A

【断面図】

鈴鹿方面から松阪方面を望む

改良後

長岡宮ノ前交差点

至 松阪

津IC

津IC

至

鈴
鹿
市至

伊
勢
市

津市

松阪市

23

久居IC

津市産業・スポーツセンター
日硝ハイウエーアリーナ

津市役所

三重県庁

165

23

野田東

南河路

長岡宮ノ前

半田東

久居相川

久居野村

交差点容量の拡大
（車線数増）◆対策概要

長岡宮ノ前拡幅

拡幅

至

鈴
鹿
市

中勢バイパス

至

松
阪
市

無名交差点

無名交差点

◆長岡町交差点改良工事の概要

至

鈴
鹿
市

至

松
阪
市

中勢バイパスの交通安全事業 【長岡宮ノ前交差点】 【航空写真】

単位：億円■ 事業費

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

事業費 2.28 3.38 3.86 3.10 1.27 1.82
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１０－(２)－③ 中勢バイパスの市内の渋滞対策③

大里窪田町出口交差点 部分立体化事業 令和２年度から事業着手

至 鈴鹿

大里窪田町出口交差点

至 松阪

◆大里窪田町出口交差点立体イメージ

◆大里窪田町出口立体化交差点の概要

至 芸濃Ｉ
Ｃ

至 津市街地

【大里窪田町出口交差点の渋滞状況】
・交差点の混雑度 ：１．１（１．０以上は混雑）
・ピーク時（朝）の平均旅行速度 ：約２７km/h
・中勢道路の最大渋滞長 ：約１，０００ｍ
・県道草生窪田津線の最大渋滞長 ：約３００ｍ

■大里窪田出口交差点は、主要渋滞箇所（渋滞が著しく激しい箇所）に位置付けられ
ており、渋滞緩和を目的に改築事業として、暫定２車線の交差点立体化に着手。

23

23

長岡宮ノ前

大里窪田出口
交差点

至 芸濃ＩＣ

２車線
立体化

至 松阪市

至 鈴鹿市

至 津市街地

（県）草生窪田津線

至 鈴鹿市

【航空写真】

至 松阪市

志登茂川→

至 芸濃IC

大里窪田町出口交差点

中
勢
バ
イ
パ
ス

中勢バイパスの渋滞状況 県道草生窪田津線の渋滞状況

令和７年度事業内容

・調査設計
・改良工
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都市計画道路河芸町島崎町線

●施工場所：白塚町～栗真町屋町地内（１工区）
江戸橋３丁目～桜橋３丁目（３工区）

●事業内容：堤防との兼用区間より北側（１工区）の
道路工、道路詳細設計
堤防との兼用区間より南側（３工区）の
地質調査、用地測量

●事業費：175,000千円(1工区)
62,000千円(３工区)

国道１６３号

〈片田バイパス〉
●施工場所：片田久保町～片田田中町地内
●事業概要：３工区の道路工事

４工区の橋梁詳細設計
●事業費：134,000千円(３工区)

31,000千円(４工区)

県道草生窪田津線

●施工場所：大里窪田町地内
●事業内容：用地買収、埋蔵文化財試掘
●事業費：5,000千円

１０－(３) 令和７年度の県道や補助国道の主な道路事業箇所

県道亀山安濃線（高野尾バイパス）

●施工場所：高野尾町地内
●事業概要：用地補償、道路工事
●事業費：117,000千円

国道３６８号

〈下太郎生工区〉
●施工場所：美杉町太郎生地内
●事業概要：道路工事、建物補償

橋梁予備修正設計
●事業費：180,000千円
〈奥立川工区〉
●施工場所：美杉町上多気地内
●事業概要：トンネル及び橋梁詳細設計、

地質調査、道路工事
●事業費：213,000千円

県道一志出家線（中川原橋）

●施工場所：庄田町地内
●事業概要：上部工撤去工事
●事業費：84,000千円

県道二本木御衣田線

●施工場所：白山町二本木地内
●事業概要：道路工事
●事業費：187,000千円

県道一志美杉線

〈室ノ口バイパス〉
●施工場所：一志町波瀬地内
●事業概要：用地買収、地質調査、

トンネル及び橋梁詳細設計
●事業費：88,000千円
〈室ノ口～矢頭峠〉
●施工場所：一志町波瀬地内
●事業概要：待避所工事、用地買収
●事業費：31,000千円

県道奥津飯高線
（八幡橋耐震対策）

●施工場所：美杉町奥津地内
●事業概要：用地買収、 建物補償、

橋梁下部工事
●事業費：291,000千円

県道亀山白山線（３工区）

●施工場所：榊原町地内
●事業概要：用地買収、道路工事
●事業費：42,000千円
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久居河芸線

●施工場所：一身田上津部田地内
●事業内容：用地買収、道路工事
●事業費：46,000千円
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（都）半田久居線、（都）雲出野田線
【防災・安全交付金、社会資本整備総合交付金】

●施工場所：半田地内
●事 業 費 ：８０２，８９２千円

１０－(４)－① 令和７年度の主な道路事業箇所

井生波瀬線
【地方創生道整備推進交付金】

●施工場所：一志町井生地内
●事 業 費 ：38，800千円

●施工場所：津興ほか２町地内
●事 業 費 ：480，800千円

R6国補正 110，000千円
R7 ３７０，８００千円

塔世橋南郊線（津興橋架替）
【道路メンテナンス事業補助】

※【 】は、財源

河芸町島崎町線（河芸工区）
【合併特例債】

●施工場所：河芸町中別保地内
●事 業 費：52，500千円

脇ヶ野篠ヶ広線
【地方創生道整備推進交付金、過疎対策事業債】

●施工場所：美杉町八手俣及び美杉
町下之川地内
●事 業 費 ：232，600千円

広明町河辺町線
【防災・安全交付金】

●施工場所：長岡町地内
●事 業 費 ：59，800千円

R6国補正 59,800千円

内多清水ヶ丘線
【社会資本整備総合交付金】

●施工場所：安濃町清水及び
安濃町内多地内

●事 業 費 ：127，098千円
R6国補正 42,302千円
R7 ７４,４５０千円 津駅前線

【防災・安全交付金】

●施工場所：島崎町地内
●事 業 費 ：８９，3４９千円

R6国補正 ８９，3４９千円

●施工場所：半田地内
●事 業 費 ：1，568，969千円

（都）半田久居線、（都）雲出野田線
【防災・安全交付金、社会資本整備総合交付金】

10.都市空間
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283

１０－(４)－② 津市中心部を巡る道路網

R 5 ～ ７（工事中）

R 5 ～ ７（工事中）

R 5 ～ ９（工事中）

事業費：53.0億円

事業費：1.4億円

事業費：4.2億円

10.都市空間

事業費：34.2億円

踏切が広がり、東西の交通が円
滑に

H29～R6（完了）

事業費：1.4億円

283

事業費：39.6億円

津駅西口から中勢バイパスに
つながる道路を拡幅工事中

安濃地域から中勢バイパスに
つながる道路を拡幅工事中

志登茂川河口架橋南詰と津駅を
つなぐ道路を拡幅工事中
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令和５年１０月１日号 広報津より

１０－(４)－③【市長コラム】市街地道路ネットワークの新たな展開
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１０－(４)－④ 河芸町島崎町線（第３工区）

河芸町島崎町線(第3工区)は、

志登茂川河口部に橋梁（志登茂

川河口架橋）を架け、市道江戸

橋一身田線から島崎町までを

つなぐ都市計画道路河芸町島

崎町線約0.7km及び島崎町か

ら県道上浜高茶屋久居線まで

をつなぐ都市計画道路津海岸

御 殿 場 線 約 0.7km の 計 約

1.4km区間です。

津海岸御殿場線はR7年２月２

８日に事業化されました。

河芸町島崎町線は現在、三重

県が事業化に向け準備を進め

ています。

市道江戸橋一身田線

市
道
島
崎
町
第
18
号
線

市
道
島
崎
町
第
6
号
線

市
道
島
崎
町
第
1
6
号
線

津海岸御殿場線

河
芸
町
島
崎
町
線

津市下水道部桜橋ポンプ場

④区間

R5～R6年度

橋梁予備設計

①区間

R5～R6年度

道路・交差点詳細設計

R6年度

都市計画変更、物件調査業務

用地測量

R7年度

用地取得、用地補償

①②③④区間

R3～R4年度

道路予備設計、路線測量、

交通量調査、 地質調査

R5～R6年度

将来交通量推計検討

②③④区間

R6年度～R7年度

道路詳細設計、地質調査

R7年度

都市計画変更、用地測量

単位：百万円

三重大学

期待される効果

国道23号の交通渋滞緩和
地域の防災・安全性の向上 など （志登茂川河口架橋）

10.都市空間

R3 R4 R5 R6 R7 合計

県予算 34.7 0.0 71.0 30.0 115.0 250.7

内、市負担（1/2） 17.4 0.0 35.5 15.0 15.0 82.9

内、市負担（1/6） 14.2 14.2 285
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■大谷踏切の交通量
平成28年10月19日
（午前7：00～午前7：00）
24時間の調査結果

大谷踏切

区  　分 交通量

車　　両 ５,４２７台

自動二輪 １３６台

自 転 車 ２８０台

歩 行 者 １８１人

【踏切西側⇒踏切東側】
ピーク時間帯の交通量

（午前8時～午前9時 369台）
渋滞長 約200m

【踏切東側⇒踏切西側】
ピーク時間帯の交通量

（午後5時～午後6時 242台）
渋滞長 約250m

整備計画イメージ大谷踏切の状況

踏切計画平面図

高さ３.２ｍ
を確保

平成２９年１月 国から「改良すべき踏切」に法指定
平成２９年度 「重点配分事業」として防災・安全交付金事業 (補助率５５%) に採択
令和 元年度 「特に重点配分を行う事業」に該当する整備計画となる
令和 ３年度 「踏切道改良計画事業補助」 (補助率５５%) に採択

自
歩
道
の
整
備
に
よ
り

歩
行
者
・自
転
車
の
安
全
確
保

百万円

整備前

整備後

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 合計

事業費 25 81 62 56 227 299 255 497 565 1,353 3,420

うち
国補助

- - 6 26 119 130 126 271 308 746 1,732

総事業費
約34.２億円

個別補助事業採択までの経緯

整備スケジュール

※Ｈ２７・Ｈ２８は予備設計等、Ｈ２７～Ｒ５は決算額、R６は予算額

１０－(５)－① 大谷踏切の拡幅

新橋台

新橋桁

歩道
車道

令和４年度にＪＲと伊
勢鉄の踏切道拡幅工
事が、令和６年１０月
に近鉄架道橋の新橋
桁が完成し、令和６年
１２月２８日に全線開
通しました。

完成状況

10.都市空間
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T s u C i t y

令和５年４月１日号 広報津より

１０－(５)－②【市長コラム】身近な公共事業の進捗状況
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１０－(５)－③【市長コラム】大谷踏切を広げます

平成２７年１１月１日号 広報津より
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T s u C i t y１０－(５)－④【市長コラム】コロナ禍で進める
未来への投資

令和３年４月１日号 広報津より
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T s u C i t y

１０－(５)－⑤【市長コラム】令和のまちづくり10.都市空間

令和７年３月１日号 広報津より
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T s u C i t y

整備方針とスケジュール

整備方針

架け替えの方針を決定

計画スケジュール

【計画事業期間：2016年度（平成28年度）
～2026年度（令和8年度）】

架 け 替 え 工 事

迂回路仮橋 Ｌ＝１３６ｍ

至 松阪
至 鈴鹿

岩田川

架け替えに伴い、前後の道路形態に併せ両側歩道を整備

総事業費

約53.0億円(見込み)

年度 内容

Ｈ27 橋梁予備設計

Ｈ28 橋梁設計・用地補償調査

Ｈ29 用地買収

Ｈ30 仮橋設置工事

Ｒ１ 仮橋設置工事

Ｒ２ 仮橋設置工事・旧橋撤去工事

Ｒ３ 旧橋撤去工事・下部工工事（橋台）

Ｒ４ 旧橋撤去工事・下部工工事（橋脚）

Ｒ５ 旧橋撤去工事・下部工工事（橋台・橋脚）

Ｒ６ 下部工工事（橋台・橋脚）・上部工製作工事

Ｒ７ 上部工架設工事・仮橋撤去工事・取付道路工事

Ｒ８ 仮橋撤去工事・取付道路工事

仮
橋
に
よ
る
通
行

施
工

迂回路仮橋

工事用仮桟橋

旧橋撤去（橋台）
（Ｒ４～Ｒ５）完了

事業費 単位：百万円

※H28年度：道路メンテナンス事業補助(補助率55％)

に採択

【新橋橋長 L=136m】

新橋上部工（製作・架設） （Ｒ５～Ｒ７）

現在の状況

仮橋右岸側

左岸側

令和５年度に旧橋部の全ての撤去が完了し、新橋脚１基を設置しました。

現在、新橋が完了し、取付道路工事の施工に取りかかっています。

※Ｈ２７～Ｒ６は決算額、R7は予算額

１０－(６)－① 津興橋の架け替え

完了

【補助事業化】

年度 H27 H28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 計

事業費 20 59 114 263 459 645 658 580 879 771 371 4819

(国補助) ー 25 41 143 248 336 349 310 428 389 189 2458

令和７年度中に
車道と上流側歩道の
暫定供用開始予定

Ａ１
橋台
完了

Ｐ1
橋脚

（R5～R6）

Ｐ２
橋脚

（R5～R6）

Ｐ３
橋脚

（R4～R5）

Ａ２
橋台

（R5～R6）

左岸側右岸側

両
側
歩
道

歩
道
拡
幅

路
肩
増
設

日当り交通量 約16,000台/日 ⇒ 重要な橋梁
建設後85年が経過（昭和5(1930)年 鉄道橋
として架橋、昭和36(1961)年 道路供用）

⇒ 老朽化による橋の損傷が顕著
地震時に通行を確保すべき道路上の橋梁

⇒ 耐震対策が必要 完了 完了完了

新橋

令和7年10月現在

10.都市空間
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T s u C i t y

１０－(６)－②【市長コラム】津興橋を架け替えます

令和元年１１月１日号 広報津より
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10.都市空間
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１０－(７) 都市計画道路上浜元町線（久居工区）

津市施工区間（750ｍ） 三重県施工区間（800ｍ）

事業期間 ： 平成2３年度～平成30年度
総事業費 ： 10.7億円

事業期間 ： 平成2６年度～令和3年度
総事業費 ： 7.1億円

令和４年３月２８日 完成！

都市計画道路 上浜元町線は、津地域と久居地域を結ぶ重要な
幹線道路です。
このうち、中勢バイパスから国道165号の間の区間は、県と市で

役割分担をして事業を進めてきました。

津市施工部分については、平成23年度から未供用区間の幹線道路の
整備に事業着手し、平成30年8月末に供用を開始しました。
続く三重県施工区間については平成２６年度に事業化し、平成29年度

より幅員狭小区間の解消、道路の冠水対策、歩行空間の確保を目的に
道路拡幅工事を進めていただいていましたが、ついに令和４年３月２８日、
８００ｍの２車線化・歩道整備が完成しました。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計

市

事業費 93.9 110.1 331.1 120.6 76.3 117.8 131.5 92.8 1074.1

内、合併
特例債

90.1 104.6 313.7 113.6 72.5 100.8 119.0 77.7 979.6

県 事業費 68.3 57.1 78.8 41.7 55.7 147.0 170.1 90.7 709.4

百万円

西東

県と市でつくる都市計画道路
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下相川橋

新相川橋

相川天神川

１０－(８)－① 新相川橋の架け替え（県事業）

県管理河川の早期整備に向けた予算に係る新たな仕組みづくり

●今後のスケジュール

特に優先度の高い都道府県の
大規模事業等を

計画的・集中的に推進するため国が
個別補助事業制度を創設

〈令和元年度〉

創設された個別補助事業の
大規模特定河川事業に

相川水系相川が採択された

大規模特定河川事業＜相川水系相川＞

津市から
新たな
補助金制度
の要望

【令和7年度～】
内容：橋梁上部工
事業費： 5５７,000千円（R6補正）

R7～ 橋梁上部工
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【全体計画】
事業内容
橋梁架替N＝１橋（橋長45m、幅員9.5m）

全体事業費
26億7,000万円
橋梁23億9,000万円
・橋梁部11億8,000万円（うち17.9％を津市が負担）
・占用物件移転補償12億1,000万円

捷水路整備2億8,000万円
事業期間
令和元年度～令和９年度

現在の新相川橋（幅員7m）に下相川橋（幅員
2.5ｍ）の歩道機能を集約（幅員9.5ｍ）します

【新相川橋の架け替え事業】
相川の河川改修でネック点となっている新相川橋の架け替えには、工

業用水管などの支障物件の移転も併せて行う必要があり莫大な事業費
が必要となるため、平成27年度に三重県が事業計画の見直しを行い、
新相川橋の架け替えにより先に市道に架かる相川橋から黒木橋間の暫
定改良が進められている。

◆事業費 （単位：百万円）

R1～R5 R6 R7 合計

当初 1,148.7 0 0 1,148.7

補正 398.7 557 - 955.7

計 1,547.4 557 0 2,104.4

※当該事業費は毎年、
三重県のホームペー
ジで公表される予算の
資料に基づいており、
社会経済情勢等の変
化により変更すること
があります。



T s u C i t y１０－(８)－②【市長コラム】新相川橋の架け替え事業が実現する
まで～新たな仕組み「大規模特定河川事業」～

令和元年６月１日号 広報津より
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T s u C i t y１０－(８)－③ 一般県道一志出家線の道路改良・
中川原橋の架け替え

架橋後６０年が経過し老朽化しているため、「円滑な自動車交通の確保」、「歩行者の通行空間
の確保」、「橋梁の老朽化対策」のため三重県において架け替えを含めた道路改良事業を実施事業概要

事業期間 H18年度～
全体事業費 38億1千万円
事業延長 L=1.3km
計画幅員 W=6.0(9.75)m
主要構造物 橋梁2橋

・車道の２車線化により、渋滞の緩和など自動車や道路利用者が円滑に移動できる
・歩道の設置により、安全な歩行空間が確保
・地震や風水害など災害時にも利用できる道路ネットワークの構築

整備効果

①大型車の対向困難 ②不十分な歩行空間 ③橋梁の老朽化以前の状況
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令和６年10月20日
供用開始
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T s u C i t y

10.都市空間

波瀬川

国
道
23
号

雲
出
橋

中
勢
バ
イ
パ
ス

牧・小戸木地区
遊水地計画

庄村・中川原地区

河道掘削（樹木伐採）

高野地区

堤防整備

中川原地区

堤防整備

樋門整備

其村地区

堤防整備

八太地区

河道掘削

中川原無堤部

小戸木無堤部

牧無堤部

庄田無堤部

赤川無堤部

中村川

赤川

大
臣
管
理
区
間

大
臣
管
理
区
間

津
香
良
洲
大
橋

伊
勢
自
動
車
道

其村無堤部

須ヶ瀬地区

堤防整備

須ヶ瀬地区

河道掘削

牧・小戸木地区

堤防整備 洪水調整施設

樋門・水門整備
河道掘削
（樹木伐採）

雲出川下流部雲出川中流部

中川地区

河道掘削

堤防整備

雲出川水系河川整備計画が平成２６年１１月に策定され、
河川整備の効果を発揮させるために必要な期間として
概ね３０年間で整備を行います。

■事業費 ＜一般河川改修＞ ※河川維持修繕は除く。 【単位：億円】

令和７年度

当初予算 10.08億円

【事業内容】
雲出川
須賀瀬地区 堤防整備・河道掘削
其村地区 堤防整備
中村川
中川地区 堤防整備・河道掘削※河川維持修繕は除く。

香
良
洲
橋

凡
例

事業予定地区

主な事業内容

令和7年度実施地区

主な事業内容

無堤部

河道掘削 計画遊水地

堤防整備等
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１０－(８)－④ 雲出川水系河川整備計画に基づく整備10.都市空間

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 計

当
初

9.84 7.87 7.31 6.28 12.6 14.46 6.84 6.63 8.5 9.77 10.08 100.18

うち
国土強靱化 8.66 8.32 16.98

補
正

3.67 2.85 0.7 1.6 2.3 13.98 7.21 7.25 9.59 10.6 59.75

うち
国土強靱化 1.6 13.98 7.21 7.25 9.59 10.6 50.23

計

13.51 10.72 8.01 7.88 14.9 28.44 14.05 13.88 18.09 20.37 10.08 159.93

うち
国土強靱化 1.6 8.66 22.3 7.21 7.25 9.59 10.6 67.21

国土強靱化３か年緊急対策予算
（平成30年度補正～令和2年度当初）

国土強靱化５か年加速化対策予算
（令和2年度補正～令和6年度補正）

計 18.58億円 計 48.63億円



T s u C i t y

令和５年２月１日号 広報津より

１０－(８)－⑤【市長コラム】雲出川の洪水対策
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【予算の現状】道路整備（4大プロジェクト関連事業除く）及び、
道路・橋梁の維持工事等に係る予算

平成24年度→約19億3千万円
内訳：道路整備費（10億8千万円）、道路維持費（8億4千万円）、橋梁維持費（1千万円）

【予算の現状】下水道整備・維持改築等予算
平成24年度→約33億9千万円

内訳：下水道整備費（30億6千万円）、下水道維持改築費（3億3千万円）

【課題】・市道延長は3,437kmと膨大（うち2,272kmが舗装道路）
・橋梁は、2,368橋（橋長2m以上）あり、50年以上経過している橋梁
は423橋（約18%）で､20年後には 1,705橋（約72%）となる。

（平成24年度末現在）
高度経済成長期に建設された施設の老朽化が進み、安全性の低下が
懸念される。

【課題】・下水道普及率：43.2％
・管きょ総延長 ：約861ｋｍ（うち50年以上経過管きょ：約50ｋｍ）
・処理場・ポンプ場：27施設（うち30年以上経過施設：12施設）

（平成24年度末現在）
下水道の普及拡大を推進し、既存施設の老朽化対策に努めなけ
ればならない。

事前防災重視の予防的メンテナンスによる老朽化対策を進めます
橋梁長寿命化修繕計画・舗装維持管理計画を策定 下水道長寿命化計画に基づき管更生工事等を実施、令和元年度から

ストックマネージメント計画を策定し計画に基づき改築工事等を実施

道路・橋梁 下水道施設

計画に基づく事業の実施

【令和７年度】

※国の交付金を活用

【令和６年度】

１０－(９)－① 道路・橋梁及び下水道施設の維持修繕事業の強化

国庫支出金 地方債 一般財源

舗装維持管理強化事業 2,750,000 1,325,000 1,100,000 325,000

道路構造物修繕（更新）事業 11,250,000 5,500,000 4,900,000 850,000

橋りょう長寿命化修繕事業 303,425,000 162,246,000 90,500,000 50,679,000

道路構造物長寿命化修繕事業 78,600,000 42,185,000 31,000,000 5,415,000

396,025,000 211,256,000 127,500,000 57,269,000合計

財源内訳
事業内訳

橋梁
維持

道路
維持

予算額（円）

国庫支出金 地方債 一般財源

舗装維持管理強化事業 503,298,000 246,182,000 243,100,000 14,016,000

道路構造物修繕（更新）事業 280,000,000 137,050,000 134,000,000 8,950,000

橋りょう長寿命化修繕事業 277,699,000 144,247,000 87,500,000 45,952,000

道路付属物等長寿命化修繕事業 7,309,000 4,019,000 0 3,290,000

1,068,306,000 531,498,000 464,600,000 72,208,000合計

財源内訳

事業内訳

橋梁
維持

道路
維持

予算額（円）

10.都市空間

【令和６年度】

国庫支出金 地方債 一般財源

桜橋ポンプ場ポンプ設備（1号ポンプ等）改築工事 

（令和６～８年度継続事業　令和６年度分）

合計 65,400,000 17,000,000 38,800,000 9,600,000

35,400,000 13,500,000 13,500,000 8,400,000新町ポンプ場ほか５施設改築実施設計業務委託

橋内第一排水区管更生実施業務委託 28,000,000 2,500,000 24,300,000 1,200,000

事業内訳 予算額（円）
財源内訳

2,000,000 1,000,000 1,000,000

【令和７年度】

国庫支出金 地方債 一般財源

桜橋ポンプ場ポンプ設備（１号ポンプ等）改築工事

（令和６～８年度継続事業　令和７年度分）

合計 871,900,000 420,500,000 448,100,000 3,300,000

白塚新町ポンプ場沈砂池設備改築工事

大門及び東丸之内地内下水道管更生工事

370,300,000 176,000,000

事業内訳 予算額（円）

財源内訳

400,000,000 200,000,000 200,000,000

194,200,000 100,000

101,600,000 44,500,000 53,900,000 3,200,000

299



T s u C i t y

地域懇談会での主な意見

道路・河川・公園の維持管理に対する対応

●道路等施設のパトロール

●市民からの情報提供
緊急性を見極め即対応

●自治会等の要望等

●地域懇談会での意見
要望内容を精査し順次施工

地域懇談会の様子

施設の老朽化等 修繕等の経費増加

市民等からの要望の増加

公共土木施設の
概要

（令和7年4月1日現在）

市道 公園河川

11,510路線 延長約3,537ｋｍ 643箇所 約229ｈａ１２４河川 延長約１６７ｋｍ

迅速・適切な維持管理が求められる

道路、河川、公園等の維持事業予算の確保が必要

自治会等の主な要望

●舗装を直してほしい。側溝に蓋をしてほしい
●河川のしゅんせつをしてほしい
●公園の遊具を直してほしい

●道路に傷みがあるので、直してほしい
●側溝に蓋をしてほしい
●公園のフェンスを張り替えてほしい

公共土木施設の抱える課題

１０－(９)－② 公共土木施設維持事業の
維持管理予算の状況

【単位：千円】

事業名 R7年度 R6年度 R5年度

道路維持事業 1,173,869 1,592,333 1,403,590

橋りょう維持事業 755,894 1,264,199 1,059,370

交通安全施設等維持・整備事業 51,243 50,406 47,818

河川維持事業 114,513 194,430 187,501

公園維持事業 315,084 312,260 313,630

地域インフラ維持・補修事業 197,060 197,060 197,060

合 計 2,607,663 3,610,688 3,208,969
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１０－(１０)－① 海岸堤防の整備①

白塚地区
海岸

白塚漁港
（河芸地区）海岸

白塚漁港
（白塚地区）海岸

④津地区
（贄崎工区）

国の事業

県の事業

市の事業

完 了

計画／事業中

上野地区
海岸

301

①津地区
（栗真工区） ②津地区

（栗真町屋工区）

⑤香良洲地区

⑥香良洲
漁港海岸

③津地区
（阿漕浦・御殿場工区）

現在の堤防高 事業費 事業概要

津松阪港海岸

津地区

① 栗真
ＴＰ＋6.0ｍ

（Ｈ30年度～R5年度 完了）
20.1億円 Ｌ＝1,165ｍ (令和6年3月完了)

② 栗真町屋
ＴＰ＋6.0ｍ

（Ｈ23年度～R3年度 完了）
63.0億円 Ｌ＝2,062ｍ (令和3年6月完了)

③ 阿漕浦・御殿場
ＴＰ＋6.0ｍ

（Ｈ23年度～R5年度 完了）
78.0億円 Ｌ＝3,485ｍ (令和6年3月完了)

④ 贄崎
ＴＰ＋6.0ｍ

（Ｈ14年度～H23年度 完了）
43.0億円 L＝2,158ｍ (平成24年3月完了)

⑤ 香良洲地区
ＴＰ＋6.0ｍ

（Ｈ4年度～H22年度 完了）
71.0億円 L＝2,350ｍ (平成22年4月完了)

⑥ 香良洲漁港海岸 ＴＰ＋6.0ｍ
（R元年度～R3年度 完了）

2.1億円 Ｌ=360m (令和4年2月完了)

千里地区
海岸

＊ＴＰ ： 東京湾平均海面高さ

老朽化した海岸堤

防の改修（高潮対

策）により、高潮

や地震・津波によ

る被害が軽減
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１０－(１０)－② 海岸堤防の整備②

③白塚地区
海岸

⑤白塚漁港
（河芸地区）海岸

④白塚漁港
（白塚地区）海岸

津地区
（贄崎工区）

国の事業

県の事業

市の事業

完 了

計画／事業中

②上野地区
海岸

＊ＴＰ：東京湾平均海面高さ

①千里地区
海岸

現在の堤防高 堤防整備の計画 事業費 事業概要

津北部地域
海岸

① 千里地区海岸
② 上野地区海岸
③ 白塚地区海岸

ＴＰ＋4.5ｍ～
5.5ｍ

ＴＰ＋6.0ｍ
（Ｈ29年度より

事業着手）

全体事業費
７１.１億円

【これまでの事業費】

H29～R６年度 25.2億円
R７年度予算

当初 ３．９億円

【千里地区】 【上野地区】 【白塚地区】
＜令和7年度＞ ＜平成30～令和６年度＞ ＜令和4～７年度＞

本体工事 L＝３６５ｍ 本体工事 Ｌ＝1,４73ｍ 本体工事 Ｌ＝924ｍ
＜令和6～7年度＞

本体工事 Ｌ＝102m

白塚漁港海岸
④ （白塚地区）
⑤ （河芸地区）

ＴＰ＋4.0ｍ～
5.1ｍ

ＴＰ＋6.0ｍ
（Ｈ30年度より

事業着手）

全体事業費
23.1億円

【これまでの事業費】

H30～R6年度 18億円
R7年度予算

当初 1.2億円

【白塚地区】 【河芸地区】
＜令和1～5年度＞ ＜令和4～5年度＞

本体工事 Ｌ＝ 1,187ｍ 本体工事 Ｌ＝ 160ｍ
＜令和5～6年度＞

本体工事 Ｌ＝ 390ｍ
＜令和6～7年度＞

本体工事 Ｌ＝ 190ｍ
＜令和7年度＞

本体工事 Ｌ＝ 50ｍ

津地区
（栗真工区） 津地区

（栗真町屋工区）

香良洲地区

香良洲
漁港海岸

津地区
（阿漕浦・御殿場工区）

老朽化した海

岸堤防の改修

（高潮対策）に

より、高潮や地

震・津波による

被害が軽減
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令和６年１月１日号 広報津より

１０－(１０)－③【市長コラム】完成目前の大型インフラ
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１０－(１０)－④ 海岸堤防と道路の整備状況

H30～R6
1,473ｍ

R1～4
500m

R4～7
200ｍ

シーサイドタウン河芸

市道国道
大園海岸線

R6～7
102ｍ R4～6

436ｍ
R4～6
334ｍ

R6～7
154ｍ

志登茂川
浄化センター

影重ポンプ場

長さ1,187ｍ

市道一色
浜田線

豊津川ポンプ場

中別保樋門

R5～Ｒ7
500m

津波・台風から津市を守る！

津松阪港海岸堤防は、香良洲地区から栗真地区までを国の直轄事業として平
成４年度から整備が開始され、総事業費275億円をかけた整備が令和６年３月
に完了しました。
現在は、三重県において津北部海岸の建設海岸および漁港海岸の堤防整備が

平成３０年度から推進されています。

（都市計画道路） 河芸町島崎町線 長さ9,320ｍ

10.都市空間

R4～7
924ｍ

志登茂川
浄化センター

影重ポンプ場

長さ924ｍ

長さ1,783ｍ
83％整備済み（1,473ｍ）

R6～7
45ｍ

R2～5
1,165m

R7
160ｍ

H24～R6

1,820ｍ

1,500

長さ1,000ｍ
59％整備済み（591ｍ）

単位：百万円

R3～R4 R5 R6 R7 合計

通常予算 34.7 71.0 30.0 62.0 197.7

(都）河芸町島崎町線・津海岸御殿場線

単位：百万円

H30～R4 R5 R6 R7 合計

通常予算 1138.5 199.5 331.0 399.0 1737.0

国土強靭化予算 314.5 305.0 241.0 0.0 619.5

合計 1453.0 504.5 572.0 399.0 2356.5

千里地区・上野地区・白塚地区
海岸対策事業海岸堤防

単位：百万円

H24～R3 R5 R6 R7 合計

通常予算 1077.0 53.8 21.0 175.0 1326.8

国土強靭化予算 79.1 0.0 33.0 0 112.1

合計 1156.1 53.8 54.0 175.0 1438.9

（県道）上浜高茶屋久居線

R7～
263m

R7～
102m

Ｒ７整備着手

マリーナ河芸●

単位：百万円

H30～R4 R5 R6 R7 合計

通常予算 98.1 14.9 107.1 52.50 272.6

（市道）河芸町島崎町線

R5～Ｒ6
591m

R7
50ｍ

単位：百万円

R3～R5 R6 R7 合計

通常予算 105.7 30.0 62.0 197.7

(都）河芸町島崎町線・津海岸御殿場線

※当資料に掲載している予算は毎年、三重県ホームページで公表される資料に基づいており、
社会経済情勢等の変化により変更することがあります。

単位：百万円

H30～R5 R6 R7 合計

通常予算 1338.0 331.0 399.0 2068.0

国土強靭化予算 619.5 241.0 0 860.5

合計 1957.5 572.0 399.0 2928.5

千里地区・上野地区・白塚地区
海岸対策事業海岸堤防 単位：百万円

H30～R5 R6 R7 合計

通常予算 956.5 60.0 120.0 1136.5

国土強靭化予算 632.9 150.0 0 782.9

合計 1589.4 210.0 120.0 1919.4

白塚漁港海岸堤防 単位：百万円

H30～R3 R4 R5 合計

通常予算 820.0 220.0 360.0 1400.0

国土強靭化予算 460.0 150.0 0 610.0

合計 1280.0 370.0 360.0 2010.0

津松阪港湾海岸堤防（栗真工区）

単位：百万円

H24～R5 R6 R7 合計

通常予算 1130.8 21.0 175.0 1326.8

国土強靭化予算 79.1 33.0 0 112.1

合計 1209.9 54.0 175.0 1438.9

（県道）上浜高茶屋久居線

単位：百万円

H30～R5 R6 R7 合計

通常予算 113.0 107.1 52.5 272.6

（市道）河芸町島崎町線
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Ｒ７年９月完成



T s u C i t y

平成２９年９月１日号 広報津より

１０－(１０)－⑤【市長コラム】誰が堤防をつくるのか
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平成３０年６月１日号 広報津より

１０－(１０)－⑥【市長コラム】堤防はどうやってできるのか
～津北部海岸堤防、その後～
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令和元年８月１日号 広報津より

１０－(１０)－⑦【市長コラム】堤防の上の道路
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